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今月の紙面から

行　政

平成22年4月15日号

1・4 2・12 2・3 5・9〜11 6 7 8 11

行政 健康・福祉 学びの里 お知らせ 男女共同参画 環境 カレンダー 市民協働

「宗像いちご祭り」親子で絵巻寿司に挑
戦、「まちかどトピックス」（９ページ）

市民図書館全館を休館します、「としょかんへ行こう」� 2

県内初の快挙「名残みどりの会」が農林水産大臣賞を受賞、「宗像のすごい人たち」� 5

新たな自分発見を、男女共同参画推進センター「ゆい」の主催講座、「メッセージ」� 6

ごみ焼却の経費削減にちょっとした工夫を！、「みんなで３Ｒ」� 7

今年の出来栄えも最高、今が旬「地島天然わかめ」、「島だより」� 10

それは５人の男から始まった、里山再生その①、「協働のまちづくり」� 11

「市民活動交流まつり」参加のため金海市訪問団が宗像へ、「国際交流」� 3

新たな役割で再スタート、宗像・大島「さざなみ館」� 4

いただきます宗像の食〜作って、食べて、つながろう〜、「健康むなかた21」� 12

２
年
間
の
全
課
程
を
修
了

む
な
か
た
協
働
大
学

三
大
学
の
専
門
知
識
で
人
材
を
育
成

新
し
い
知
識
と
道
を
学
ん
だ
２
年
間

　

市
内
三
大
学
と
市
が
連
携
し
て
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
「
む
な
か
た
協
働
大
学
」。
第
１
期
生
の
卒
業
式
が
３
月
14
日
、
市
民
活

動
交
流
館
（
メ
イ
ト
ム
宗
像
）
で
開
か
れ
、42
人
の
「
学
生
」
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

む
な
か
た
大
学
の
ま
ち
協
議
会
事
務
局
（
市
民
活
動
交
流
室
内
）

　

☎
（
36
）
０
３
１
１

　
む
な
か
た
協
働
大
学
は
、

福
岡
教
育
大
学
（
福
教
大
）、

日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護

大
学
（
日
赤
看
護
大
）、
東

海
大
学
福
岡
短
期
大
学
（
東

海
短
大
）
と
市
で
設
立
す
る

「
む
な
か
た
大
学
の
ま
ち
協

議
会
」
が
主
催
。
平
成
20
年

に
開
学
し
、
第
１
期
生
が
２

年
間
の
課
程
を
修
了
し
ま
し

た
。

　
１
年
目
は
、
ま
ち
づ
く
り

全
般
や
専
門
分
野
の
基
礎
な

ど
一
般
教
養
と
し
て
20
科
目

を
受
講
。
２
年
目
は
、
専
門

コ
ー
ス
。
福
教
大
の
「
食
生

活
応
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ー

ス
」、
日
赤
看
護
大
の
「
授

乳
育
児
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
ス
」、東
海
短
大
の
「
観

光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ー
ス
」

か
ら
の
選
択
制
で
す
。

　
第
１
期
生
は
、
30
歳
代
か

卒
業
証
書
を
受
け
取
る

第
１
期
卒
業
生

笑
顔
で
２
年
間
の
思
い
出
を

語
り
合
う
卒
業
生
ら

答
辞
を
述
べ
る
寺
西
さ
ん
（
中
央
）

　
卒
業
式
後
は
、
卒
業
生

と
三
大
学
の
教
授
、
関
係

者
ら
で
卒
業
記
念
懇
親
会

を
開
催
。
互
い
に
２
年
間

の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
初
の
卒
業
生
が
巣
立
っ

て
い
っ
た
「
む
な
か
た
協

働
大
学
」。
卒
業
生
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
、

協
働
大
学
の
存
在
価
値
を

深
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

●
食
生
活
応
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
コ
ー
ス

▽
井
上
善
之
さ
ん

（
30
歳
代
・
赤
間
）

　
講
義
や
実
習
で
、
食
生

活
・
食
習
慣
の
重
要
性
を
幅

広
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
少
し
で
も

市
民
の
み
な
さ
ん

に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▽
秋
永
優
子
さ
ん

　（
福
教
大
教
授
）

　
貴
重
な
日
曜
日

ご
と
の
受
講
は
、

苦
労
も
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
第

１
期
生
の
み
な

さ
ん
が
、
地
域
で

活
動
さ
れ
る
こ
と

が
、
宗
像
市
を
さ

ら
に
住
み
や
す
い

 

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
誓
い
合
う

ま
ち
に
し
て
く
れ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

●
授
乳
育
児
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
ス

▽
安
藤
由
香
さ
ん

（
30
歳
代
・
赤
間
西
）

　
２
年
前
、
宗
像
市
に
転
入

届
を
出
し
た
時
に
、
協
働
大

学
の
入
学
願
書
を
見
つ
け
ま

し
た
。
協
働
大
学
で
は
、
母

乳
育
児
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
広
め
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
吉
永
宗
義
さ
ん

（
日
赤
看
護
大
教
授
）

　
学
生
の
み
な
さ
ん
が
と
て

も
熱
心
で
、
最
後
の
行
動
計

画
の
発
表
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
協
働
大
学
に
か

か
わ
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

●
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ー

ス
▽
山
岡
正
好
さ
ん

（
60
歳
代
・
自
由
ヶ
丘
）

　
学
生
同
士
で
励
ま
し
合
っ

て
、
観
光
・
旅
行
に
関
す
る

資
格
試
験
に
合
格
。
と
て
も

感
動
的
で
し
た
。
協
働
大
学

で
得
た
知
識
・
資
格
を
今
後

の
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
宮
内
順
さ
ん

（
東
海
短
大
教
授
）

　
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
観

光
が
地
域
再
生
で
果
た
す
役

割
を
真
剣
に
考
え
た
時
間

は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の

で
し
た
。

宗
像
市
長
選
挙

【
告　
　

示
】
４
月
18
日
（
日
）

【
投
・
開
票
】
４
月
25
日
（
日
）

大
島
・
地
島
は
４
月
23
日
（
金
）
繰
り
上
げ
投
票

　

＊
詳
し
く
は
、
広
報
紙
４
月
１
日
号
12
〜
13
ペ
ー
ジ
を

　
■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会 

（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
36
）
１
３
７
５

ら
70
歳
代
ま
で
の
総
勢
42

人
。
学
生
た
ち
は
、
各
大
学

の
教
授
ら
の
講
義
で
、
専
門

的
な
知
識
と
技
能
を
深
め
ま

し
た
。
中
に
は
、
国
内
旅
行

業
務
取
扱
管
理
者
や
国
内
旅

行
業
務
旅
程
管
理
主
任
者
、

九
州
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
な

ど
の
資
格
を
取
得
し
た
学
生

も
い
ま
す
。

　
卒
業
式
で
は
、
２
年
間
の

全
課
程
を
修
了
し
た
42
人
の

学
生
を
代
表
し
て
、
観
光
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ー
ス
の
寺
西

進
さ
ん
（
70
歳
代
・

河
東
）
が
、「
こ
の
よ

う
な
企
画
に
参
加
で

き
て
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
三
大

学
を
は
じ
め
、
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
新

し
い
知
識
や
こ
れ
か

ら
進
む
べ
き
道
を
学

び
、
自
信
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第
1
期
卒
業
生
42
人
と
関
係
者

こ
れ
か
ら
は
、
微
力
な
が
ら

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

協働大学第２期生を募集
　第２期は「環境」をテーマに実施。履修
期間は、平成22～23年度の２年間。講義は、
６月13日（日）から開始します。
●受講科目
▽１年目＝市内三大学の教授らによる「環
境」「まちづくり」に関する専門講義（15
科目）

▽２年目＝市が主催する「学びを卒業後の活
動に生かす」ための講座

●受講料　年間１万円
●募集期間　５月９日（日）～同31日（月）
【入学説明会】
●日時　５月９日（日）10:00～11:00
●会場　市民活動交流館（メイトム宗像）


